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急げ‼国道４８２号二期工事

冬のたじま高原植物園

　
国
道
４
８
２
号
は
、
小
代

区
の
ど
真
ん
中
を
走
る
通
学
、

通
勤
、
物
流
、
交
流
、
経
済
、

緊
急
の
重
要
要
素
が
詰
ま
っ

た
非
常
に
大
切
な
基
幹
道
路

「
背
骨
」
で
あ
る
。

　
令
和
元
年
、
鳥
取
県
若
桜

町
ま
で
開
通
、
本
年
春
に
は

城
山
～
水
間
～
小
代
地
域
局

方
面
の
第
一
期
工
事
が
完
了

し
、
便
利
に
な
っ
た
と
喜
ぶ

住
民
の
声
を
聴
く
。

　
野
間
谷
、
實
山
を
経
て
忠

宮
へ
戻
る
第
二
期
工
事
区
間

は
、
小
中
学
校
、
こ
ど
も
園
、

通
学
、
通
勤
車
で
賑
わ
う
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
野
間
谷
区

入
口
の
取
り
合
い
が
急
峻
、

小
中
学
校
近
辺
の
幅
員
が
狭

小
で
あ
り
、
リ
ス
ク
が
高
く

整
備
が
待
た
れ
る
が
。

町
　
長
　

国
道
４
８
２
号

第
二
期
工
事
は
、
県
の
社
会

基
盤
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は

令
和
元
年
か
ら
５
年
ま
で
に
、

新
規
事
業
化
に
向
け
た
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

兵
庫
県
国
道
４
８
２
号
整

備
促
進
期
成
同
盟
会
を
通
じ
、

新
温
泉
土
木
事
務
所
へ
要
望

し
て
お
り
、
本
年
８
月
23
日

に
は
、
小
代
自
治
会
か
ら
早

期
着
手
に
向
け
要
望
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
後
、
新
規
事
業
の
動
き

を
注
視
し
つ
つ
、
地
域
と
の

連
携
の
強
化
を
図
り
、
早
期

事
業
化
に
向
け
引
き
続
き
県

へ
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

国
道
４
８
２
号
大
谷
バ
イ
パ
ス
二
期
は

県
へ
の
要
望
活
動
を
し
て
い
ま
す

①
精
肉
店
の
従
業
員
が
売
り

上
げ
を
横
領
し
た
事
件
は
記

憶
に
新
し
い
不
祥
事
で
、
新

社
長
と
な
り
業
務
の
改
善
を

ど
の
様
に
さ
れ
た
の
か
？

②
昨
年
12
月
に
更
な
る
横
領

が
発
覚
し
た
と
聞
く
が
、
そ

の
詳
細
は
ど
う
な
の
か
？

③
た
じ
ま
高
原
植
物
園
に
指

定
管
理
料
を
計
上
し
、
そ
の

上
職
員
を
派
遣
し
て
積
極
的

な
維
持
を
さ
れ
て
い
る
が
ど

の
様
な
考
え
な
の
か
？

④
二
つ
の
施
設
の
業
務
内
容

が
複
雑
と
な
れ
ば
、
そ
れ
ぞ

れ
の
施
設
を
独
立
運
営
す
る

の
が
良
い
の
で
は
？

町
　
長
　

①
チ
ェ
ッ
ク
体

制
を
社
長
及
び
支
配
人
等
複

数
人
で
確
認
し
、
仕
入
れ
た

精
肉
の
追
跡
を
個
体
識
別
番

号
毎
に
変
更
し
ま
し
た
。

②
捜
査
追
及
で
新
た
に
50
万

円
以
上
の
横
領
を
認
め
、
７

月
末
に
返
済
し
ま
し
た
。

③
村
岡
が
誇
る
文
化
拠
点
の

施
設
維
持
の
整
備
や
お
客
様

に
失
礼
の
な
い
支
援
を
し
て

い
ま
す
。
職
員
も
そ
の
様
な

業
務
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

④
職
員
の
配
置
や
予
算
で
一

定
の
手
当
を
し
た
つ
も
り
で

す
。
会
社
を
分
け
る
必
要
は

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

む
ら
お
か
振
興
公
社
を
分
割
運
営
し
て
は

会
社
を
分
け
る
必
要
は
な
い
と
思
い
ま
す
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